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1.  平成25年7月期第3四半期の連結業績（平成24年8月1日～平成25年4月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年7月期第3四半期 21,679 2.2 1,260 261.1 1,391 178.4 773 610.3
24年7月期第3四半期 21,216 8.5 349 ― 499 213.2 108 ―

（注）包括利益 25年7月期第3四半期 867百万円 （534.9％） 24年7月期第3四半期 136百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年7月期第3四半期 45.57 ―
24年7月期第3四半期 6.42 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年7月期第3四半期 45,656 32,507 71.2
24年7月期 44,590 31,911 71.6
（参考） 自己資本   25年7月期第3四半期  32,507百万円 24年7月期  31,911百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年7月期 ― 8.00 ― 8.00 16.00
25年7月期 ― 8.00 ―
25年7月期（予想） 8.00 16.00

3. 平成25年 7月期の連結業績予想（平成24年 8月 1日～平成25年 7月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 29,200 2.7 1,480 90.2 1,640 69.1 910 173.6 53.58



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の5に該当するものであります。詳細は、添付資料3ページ「２.サマリー情報
（注記事項）に関する事項 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、金融商品取引法に基づき四半期報告書に添付する四半期レビ
ュー報告書は、本日受領予定であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料2ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご
覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年7月期3Q 17,922,429 株 24年7月期 17,922,429 株
② 期末自己株式数 25年7月期3Q 939,813 株 24年7月期 939,813 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年7月期3Q 16,982,616 株 24年7月期3Q 16,982,638 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、震災復興需要の下支えがあり、また、新政権に対する期待感

並びに日銀による「量的・質的金融緩和」の導入を好感し、来期以降の収益改善を先取りする形で株高、円高修正

の動きが見られます。しかしながら、欧州の債務問題に加え、中国経済の減速並びに日中関係の悪化が企業心理を

冷やしており、依然として先行き不透明な状況が続いております。 

このような経営環境の中で、当社グループの鋼製物置セグメントにおきましては、昨年の10月に「圧倒的高さと

存在感」を誇る『イナバ倉庫』を新発売いたしました。オフィス家具セグメントにおきましては、独自製品とＯＥ

Ｍ製品との生産合理化に向けた部材の共通化を実施し、部品点数削減及び軽量化を進めたデスク、ワゴンの生産を

開始し、１月には『ＤＵＥＮＡ（デュエナ）』（業界推奨Ｈ720デスク）、２月には『Ｙｅｒａ（イエラ）』（ス

タンダードチェア）を新発売いたしました。全体として売上は増加となり、さらに鋼板単価が徐々に抑え気味傾向

となったこと等により、損益も改善いたしました。生産面におきましては、生産性向上、業務改善を目指した全員

参加型の『ＡＰＩ活動』を発展的に継続するため、各工場にＡＰＩ推進室を設置し、改善に努めております。 

以上の諸施策を推進し業績の向上に努めてまいりました結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は前年同期比

％増加の 百万円となりました。損益面につきましては、製造原価の低減、販管費率の圧縮に取り組んだ

結果、営業利益は 百万円（前年同期比 ％増）、経常利益は 百万円(前年同期比 ％増）となり

ました。 

また、減損損失 百万円を特別損失に計上した結果、四半期純利益は 百万円（前年同期比 ％増）となり

ました。 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

（セグメント売上高）：当第３四半期連結累計期間（自 平成24年８月１日 至 平成25年４月30日） 

（鋼製物置） 

小型収納庫、一般物置におきまして新色の豊富なカラーバリエーションを取り揃え、代理店への拡販に努めた結

果、出荷棟数で前年同期比各約 ％、約 ％を達成しました。また、ガレージシリーズも順調に推移し前年同期

比約 ％となり、全体としての出荷棟数は前年同期比約 ％となりました。 

その結果、売上高は東北地方を中心に復興需要と全国的な防災意識の高まりもあり 百万円（前年同期比

％増）、セグメント利益は増収効果により 百万円(前年同期比 ％増）となりました。 

（オフィス家具） 

部材の共通化を実施し、部品点数削減及び軽量化を進めたデスク、ワゴンの生産を開始するとともに、顧客の要

望に合致した新製品（デスク、チェア）の開発に努めてまいりました。しかしながら、ＯＥＭ先向けの販売は伸び

悩み、依然として熾烈な価格競争が続いている状況にあります。 

その結果、売上高は 百万円（前年同期比 ％減）、セグメント損失は 百万円（前年同期は 百万円の

セグメント損失）となりました。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ、有価証券が 百万円、土地が 百

万円増加したこと等により 百万円増加して、 百万円となりました。負債につきましては、前連結会計

年度末に比べ、未払法人税等が 百万円増加したこと等により 百万円増加して、 百万円となりました。

また、純資産は、前連結会計年度末に比べ、四半期純利益の計上等により利益剰余金が 百万円増加したこと等

により 百万円増加して、 百万円となりました。その結果、自己資本比率は71.2％となりました。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成25年３月４日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

2.2 21,679

1,260 261.1 1,391 178.4

34 773 610.3

セグメントの名称 金額（百万円） 前年同期比（％） 構成比（％） 

鋼製物置  13,962  104.1  64.4

オフィス家具  7,716  98.8  35.6

合計  21,679  102.2  100.0

105 104

112 105

13,962

4.1 1,958 34.5

7,716 1.2 61 450

300 505

1,066 45,656

349 470 13,149

502

595 32,507



会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

（減価償却方法の変更） 

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年８月１日以後に取

得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

なお、この変更による当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与

える影響は軽微であります。 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年７月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年４月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 15,109,684 14,547,864

受取手形及び売掛金 7,647,106 7,883,001

有価証券 － 300,000

商品及び製品 1,737,822 1,749,596

仕掛品 164,304 120,770

原材料及び貯蔵品 302,454 292,409

その他 493,864 622,829

貸倒引当金 △16,110 △6,079

流動資産合計 25,439,125 25,510,393

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,695,042 3,539,660

土地 11,781,179 12,286,829

その他（純額） 873,723 1,457,884

有形固定資産合計 16,349,946 17,284,373

無形固定資産 113,358 85,559

投資その他の資産   

その他 2,691,133 2,776,919

貸倒引当金 △3,020 △507

投資その他の資産合計 2,688,112 2,776,411

固定資産合計 19,151,417 20,146,345

資産合計 44,590,543 45,656,738

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,842,813 6,767,127

未払法人税等 186,067 535,287

賞与引当金 243,540 509,130

その他 1,993,119 2,013,767

流動負債合計 9,265,541 9,825,312

固定負債   

退職給付引当金 2,265,049 2,148,379

役員退職慰労引当金 380,483 398,535

その他 767,904 777,402

固定負債合計 3,413,437 3,324,316

負債合計 12,678,978 13,149,629



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年７月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年４月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,132,048 1,132,048

資本剰余金 763,500 763,500

利益剰余金 30,815,199 31,317,312

自己株式 △805,778 △805,778

株主資本合計 31,904,969 32,407,083

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 6,595 100,025

その他の包括利益累計額合計 6,595 100,025

純資産合計 31,911,564 32,507,108

負債純資産合計 44,590,543 45,656,738



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年８月１日 
 至 平成24年４月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年８月１日 
 至 平成25年４月30日) 

売上高 21,216,069 21,679,877

売上原価 16,378,552 15,907,333

売上総利益 4,837,517 5,772,543

販売費及び一般管理費 4,488,400 4,511,872

営業利益 349,116 1,260,671

営業外収益   

受取利息 19,198 17,907

受取配当金 5,616 1,733

作業くず売却益 77,690 69,600

電力販売収益 － 11,237

雑収入 51,375 37,692

営業外収益合計 153,881 138,170

営業外費用   

支払利息 905 1,599

為替差損 2,299 －

電力販売費用 － 6,016

雑損失 70 24

営業外費用合計 3,275 7,641

経常利益 499,723 1,391,200

特別利益   

保険解約返戻金 1,864 5,132

投資有価証券売却益 58,905 －

その他 6,249 713

特別利益合計 67,020 5,846

特別損失   

減損損失 126,032 34,713

固定資産除却損 4,114 10,678

投資有価証券売却損 57,669 －

その他 38,187 19

特別損失合計 226,004 45,411

税金等調整前四半期純利益 340,739 1,351,634

法人税、住民税及び事業税 109,380 609,710

法人税等調整額 122,409 △31,910

法人税等合計 231,790 577,799

四半期純利益 108,949 773,835



（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年８月１日 
 至 平成24年４月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年８月１日 
 至 平成25年４月30日) 

四半期純利益 108,949 773,835

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 27,657 93,430

その他の包括利益合計 27,657 93,430

四半期包括利益 136,606 867,265

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 136,606 867,265



該当事項はありません。 

該当事項はありません。 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成23年８月１日 至 平成24年４月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額 千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属していない一般管理費であります。 

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

「オフィス家具」セグメントにおいて、固定資産の減損損失を計上しております。なお、当該減損損失

の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては 千円であります。 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成24年８月１日 至 平成25年４月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額 千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属していない一般管理費であります。 

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

「オフィス家具」セグメントにおいて、固定資産の減損損失を計上しております。なお、当該減損損失

の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては 千円であります。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）セグメント情報等

（単位：千円）

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

  鋼製物置 オフィス家具 計 

売上高           

外部顧客への売上高  13,408,063  7,808,005  21,216,069  －  21,216,069

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 －  －  －  －  －

計  13,408,063  7,808,005  21,216,069  －  21,216,069

セグメント利益又は損失（△）  1,455,634  △450,372  1,005,261  △656,144  349,116

△656,144

126,032

（単位：千円）

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

  鋼製物置 オフィス家具 計 

売上高           

外部顧客への売上高  13,962,942  7,716,935  21,679,877  －  21,679,877

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 －  －  －  －  －

計  13,962,942  7,716,935  21,679,877  －  21,679,877

セグメント利益又は損失（△）  1,958,005  △61,666  1,896,339  △635,667  1,260,671

△635,667

34,713
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